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2015 年度文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業[明治大学] NPO・ソーシャルビジネスアンケート 
 

1 
 

識別番号□□□□（事務局記入） 

 
「新たな資金調達手段と評価ニーズに関する全国 NPO・ソーシャルビジネス」アンケート調査 

 

 

 

 

【問１】 貴団体の主な活動分野は何ですか。下記の該当する番号１つに○をつけてください。 

1. 保健、医療又は福祉の増進 2. 社会教育の推進 ３. まちづくりの推進 

４. 観光の振興 ５． 
農山漁村又は中山間地

域振興 
６．

学術、文化、芸術、スポーツ

振興 

７． 環境の保全 ８． 災害救援活動 ９. 地域安全活動 

10. 人権擁護又は平和の推進 11. 国際協力 12.
男女共同参画社会の形成・推

進 

13. 子どもの健全育成 14. 情報化社会の発展 15. 科学技術の振興 

16. 経済活動の活性化 17. 
職業能力の開発又は雇用

機会拡充 
18. 消費者の保護 

19. 

1～18 の活動を行う団体の

運営又は活動に関する連絡、

助言又は援助 

20. 

1～19 の活動に準ずる

活動として都道府県又は

指定都市の条例で定める

活動 

21.

 

その他 

（具体的に：       ）

 

【問２】貴団体の法人格は何ですか？ 下記の該当する番号１つに○をつけてください。 

１．  特定非営利活動法人 ２． 認定特定非営利活動法人 ３． 一般社団法人 4. 一般財団法人

5. 公益社団法人 6. 公益財団法人 7. 社会福祉法人 ８． 学校法人 

9.  農業法人 10. 中小企業等協同組合 11. 農業協同組合 12. 生活協同組合

13. 協同組合（10～12 以外） 14. 株式会社 15. 有限会社 16. 合同会社 

17. その他の法人格（具体的に：              ） 18. 任意団体 

 

【問３】貴団体を設立して何年が経過しますか？法人格をお持ちの団体は法人設立年を基準に、お持ちでない団

体は団体設立年を基準に、下記の該当する番号１つに○をつけてください。 

１． １年未満 ２．  １年以上２年未満 ３． ２年以上３年未満 

４. ３年以上４年未満 ５．  ４年以上５年未満 ６. ５年以上６年未満 

７． ６年以上７年未満 ８．  ７年以上８年未満 ９． ８年以上９年未満 

10. ９年以上 10 年未満 11. 10 年以上（具体的に：    年  カ月） 

 

 

Ⅰ 貴団体の組織の概要についておたずねします
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2 
 

 

 

 

【問４】 2015 年 11 月末現在の貴団体の役員・職員・ボランティアの人数についてご記入ください。 

 定義 人数 

役員 
総数 理事長、理事、取締役、監事、監査役など役員名簿に記載されている者 人

上記のうち役員報酬を得ている役員 人

有給職員 

総数 賃金という対価を得て働く者 人

うち正規職員 週 28 時間（7 時間×4 日）以上勤務している職員 人

うち非正規職

員 
週 28 時間未満勤務の職員 

人

その他（出向

等） 
具体的に： 

人

ボランティア 有償（必要経費の支給等）又は無償で参加している者 人

 

【問５】 貴団体の前事業年度の年間収入とその内訳の金額をご記入ください。特定非営利活動法人の場合は、「特

定非営利活動に係る事業」についてお答えください。 

＊金額は千円未満で四捨五入し、千円単位でご記入ください。ない場合は「0」とご記入ください。 

 

注）「借入金」につきましては収入に含めず、問８以降でお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部 金額（単位：千円） 

1. 会費・寄付金収入 千円 

2. 民間からの補助金・助成金収入 千円 

3. 行政からの補助金・助成金収入 千円 

4. 認可事業（介護保険事業、支援事業費等）収入 千円 

5. 行政からの委託事業・指定管理事業収入 千円 

6. 民間からの委託事業収入 千円 

7. 自主事業収入 千円 

8. その他の収入(利息等) 千円 

9. 収入合計（1～8 の合計） 千円 

Ⅱ 貴団体の運営体制と財務状況についておたずねします
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8. その他の収入(利息等) 千円 

9. 収入合計（1～8 の合計） 千円 

Ⅱ 貴団体の運営体制と財務状況についておたずねします
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【問６】 貴団体の前事業年度の年間支出とその内訳の金額をご記入ください。特定非営利活動法人の場合は、「特

定非営利活動に係る事業」についてお答えください。 

＊金額は千円未満で四捨五入し、千円単位でご記入ください。ない場合は「0」とご記入ください。 

支出の部 金額（単位：千円） 

 

事業費 

 

① 人件費（認可事業人件費、その他の有償活動のための人件費） 千円

② その他経費（旅費、交通費、会場使用料、講師謝金等） 千円

計（①＋②） 千円

管理費 

 

 

③ 人件費（役員報酬、事務局スタッフ人件費） 千円

④ その他経費（家賃、共益費、水道光熱費、機器リース料、消耗品費、

通信費、保険料、租税公課等） 千円

計（③＋④） 千円

⑤その他の支出 千円

支出合計（①～⑤の合計） 千円

 

 

 

 

【問 7-1】 団体の設立から現在に至るまでに、行政からの委託事業を受託したことがありますか？ 下記の該当

する番号に○をつけてください。 

１．受託したことはない⇒問８にお進みください   ２．受託したことがある 

 

【問 7-2】 行政の委託事業にはどのような課題がありますか。下記の該当する番号すべてに○をつけてください。 

１． 特に課題はない ２. 委託金額が実際に必要な額に比べて低い 

３． 資金の使途についての制約が多い ４． 委託料が精算払い 

５． 契約（委任）期間が単年度又は限定的
６．

 

契約が更新される保証はないのでスタッフを長期的に

雇用することが困難 

７． 
 行政側と契約・実施内容について協議や

交渉を持つ機会が少ない 
８. 企画が行政主導で実施に際しても行政のしばりが強い 

９． 成果をあげても、その成果は行政に帰属 10. 手続きに係る事務処理が煩雑 

11． その他（ 具体的に：                                  ） 

 

 

 

 

Ⅲ 貴団体の資金調達や財務状況についておたずねします
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定非営利活動に係る事業」についてお答えください。 

＊金額は千円未満で四捨五入し、千円単位でご記入ください。ない場合は「0」とご記入ください。 

支出の部 金額（単位：千円） 

 

事業費 

 

① 人件費（認可事業人件費、その他の有償活動のための人件費） 千円

② その他経費（旅費、交通費、会場使用料、講師謝金等） 千円

計（①＋②） 千円

管理費 

 

 

③ 人件費（役員報酬、事務局スタッフ人件費） 千円

④ その他経費（家賃、共益費、水道光熱費、機器リース料、消耗品費、

通信費、保険料、租税公課等） 千円

計（③＋④） 千円

⑤その他の支出 千円

支出合計（①～⑤の合計） 千円

 

 

 

 

【問 7-1】 団体の設立から現在に至るまでに、行政からの委託事業を受託したことがありますか？ 下記の該当

する番号に○をつけてください。 

１．受託したことはない⇒問８にお進みください   ２．受託したことがある 

 

【問 7-2】 行政の委託事業にはどのような課題がありますか。下記の該当する番号すべてに○をつけてください。 

１． 特に課題はない ２. 委託金額が実際に必要な額に比べて低い 

３． 資金の使途についての制約が多い ４． 委託料が精算払い 

５． 契約（委任）期間が単年度又は限定的
６．

 

契約が更新される保証はないのでスタッフを長期的に

雇用することが困難 

７． 
 行政側と契約・実施内容について協議や

交渉を持つ機会が少ない 
８. 企画が行政主導で実施に際しても行政のしばりが強い 

９． 成果をあげても、その成果は行政に帰属 10. 手続きに係る事務処理が煩雑 

11． その他（ 具体的に：                                  ） 

 

 

 

 

Ⅲ 貴団体の資金調達や財務状況についておたずねします
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【問 8-1】 団体の設立から現在に至るまでに、事業の拡大や運連資金・つなぎ資金獲得のために金融機関等から

資金の借り入れをしたことがありますか。下記の該当する番号１つに○をつけてください、 

 １．資金を借りたことはない ⇒問９にお進みください  ２．資金を借りたことがある 

 

【問 8-2】借入先はどのようになっていますか？ 下記の該当する番号すべてに○をつけてください。 

1. 銀行 ２． 信用金庫・信用組合 ３． 労働金庫 

４． 日本政策金融公庫 ５． ４以外の政府系金融機関 ６． 地方自治体 

７． 他の NPO 法人 ８． その他の団体・法人 ９． 個人 

 

【問 8-3】本年 11 月末現在借入金残高がありますか？ ある場合は金額も答えください。 

   １．ない         ２．ある ⇒（            千円） 

 

【問９】貴団体では、事業の拡大に際して、どのような資金を今まで利用しましたか。また、今後活用したいです

か。活用した資金については、下記の該当する番号すべてに○を、活用したい資金のなかで最も重要な資

金については該当する番号１つに○つけてください。あわせて今後活用したい資金のなかで最も重要な資

金に該当する番号１つに○をつけてください。 

資金源の種類 

今まで利用した資金 今後活用したい資金 

活用した資金 

（○は複数可）

最も重要な資金 

(○は１つ) 

最も重要な資金 

（○は１つ） 

1. 収益事業で得た資金 

2. 入会金・会費 

3. 寄附金・協賛金 

4. 民間からの補助金・助成金 

5. 行政からの補助金・助成金 

6. 民間からの委託金 

7. 行政からの委託金 

8. 金融機関からの借入金 

9. 投資的資金（株式やその他

の出資） 

10. その他（        ） 
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 １．資金を借りたことはない ⇒問９にお進みください  ２．資金を借りたことがある 

 

【問 8-2】借入先はどのようになっていますか？ 下記の該当する番号すべてに○をつけてください。 

1. 銀行 ２． 信用金庫・信用組合 ３． 労働金庫 

４． 日本政策金融公庫 ５． ４以外の政府系金融機関 ６． 地方自治体 

７． 他の NPO 法人 ８． その他の団体・法人 ９． 個人 

 

【問 8-3】本年 11 月末現在借入金残高がありますか？ ある場合は金額も答えください。 

   １．ない         ２．ある ⇒（            千円） 

 

【問９】貴団体では、事業の拡大に際して、どのような資金を今まで利用しましたか。また、今後活用したいです

か。活用した資金については、下記の該当する番号すべてに○を、活用したい資金のなかで最も重要な資

金については該当する番号１つに○つけてください。あわせて今後活用したい資金のなかで最も重要な資

金に該当する番号１つに○をつけてください。 

資金源の種類 

今まで利用した資金 今後活用したい資金 

活用した資金 

（○は複数可）

最も重要な資金 

(○は１つ) 

最も重要な資金 

（○は１つ） 

1. 収益事業で得た資金 

2. 入会金・会費 

3. 寄附金・協賛金 

4. 民間からの補助金・助成金 

5. 行政からの補助金・助成金 

6. 民間からの委託金 

7. 行政からの委託金 

8. 金融機関からの借入金 

9. 投資的資金（株式やその他

の出資） 

10. その他（        ） 
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【問 10】貴団体の資金調達の特徴として、下記の最も該当する番号１つに○をつけてください。 

１．収益事業中心の組織であるが、収益事業は自主事業中心である 

２．収益事業中心の組織であるが、収益事業は行政からの委託や、認可事業又は指定管理が中心である 

３．寄付金・会費又は補助金中心の組織である 

４．多様な財源を獲得しているが、収益事業による収入が多い 

５．多様な財源を獲得しているが、寄付金・会費又は補助金による収入が多い 

 

 

 

 

【問 11】ソーシャルインパクト・ボンド（SIB）についてご存知ですか？ 下記の該当する番号１つに○をつけ

てください（SIB についは、下記の囲みの解説を参照）。 

１．全く知らない  ２．ほとんど知らない  ３．ある程度知っている  ４．よく知っている 

【解説】ソーシャルインパクト・ボンド（SIB）とは、問題を抱えた人々への予防・介入活

動のための社会的プログラムの活動資金を公金（税金）からではなく、民間の投資資金か

ら調達し、サービス実施は NPO 等が担い、行政はプログラムが成功した場合にのみ、投資

家にリターンを支払うという官民連携プログラム。 

SIB は英国で初めて導入されたが、無業者や生活保護受給者の就労・自立促進、貧困家庭

の子供の学習支援、高齢者の健康促進等、様々な社会的プログラムに導入されている。政

府にとっては革新的な予防・介入プログラムにより財政コストが削減でき、また期待され

た成果が実現した場合にのみ、投資家に対してリターンを支払えばよいというメリット、

サービス実施を担う NPO には、３年、５年など、複数年度に渡り事業を実施でき、前払い

で活動資金が獲得できるなどのメリットがある。また、NPO にとっては期待された水 

準の成果をあげればよく、モニタリングや評価は受けるが、委託事業よりも事業の柔軟度

や裁量性は高い。 

 

 

                 

 

ソーシャル・インパクト

ボンド発行代理機関 

（SPV） 

サービス提供団体 

対象グループ 

民間 

投資家 

明確なアウトカムに基づ

いて支払 
アウトカムにより変動す

る金銭的リターン 

・社会的アウトカムの改善 
・公共セクターのコスト減少 
・社会のより広い便益が増大 
 

公共 

部門 

Ⅳ 新たな資金調達手段へのニーズについておたずねします
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サービス実施を担う NPO には、３年、５年など、複数年度に渡り事業を実施でき、前払い

で活動資金が獲得できるなどのメリットがある。また、NPO にとっては期待された水 

準の成果をあげればよく、モニタリングや評価は受けるが、委託事業よりも事業の柔軟度
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Ⅳ 新たな資金調達手段へのニーズについておたずねします
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【問 12-1】ソーシャルインパクト・ボンドについて関心はありますか？ 下記の該当する番号１つに○をつけ

てください。 

１．全く関心はない  ２．ほとんど関心がない ⇒１．２にご回答の方は問 13 にお進みください 

３．ある程度関心がある  ４．非常に関心がある 

 

【問 12-2】仮にソーシャルインパクト・ボンド（SIB）が日本で開始された場合、貴団体は事業の拡大やミッシ

ョンの実現のために、SIB を活用することに関心がありますか？下記の該当する番号１つに○をつけてく

ださい。 

１．全く関心はない  ２．ほとんど関心がない  ３．ある程度関心がある  ４．非常に関心がある 

 

 

 

 

【問 13】貴団体は、事業活動の全部又は一部について、評価を実施したり、評価を受けたりしたことはありま

すか？ 下記の該当する番号１つに○をつけてください。 

１．ない ⇒問 18 にお進みください  ２．ある 

 

【問 14】評価の実施主体について、下記の該当する番号すべてに○をつけてください。 

１． 団体による自己評価 ２． 資金提供者による評価 

３． 資金提供者と団体による相互評価 ４． 監督機関による評価 

５． 第三者機関による評価 ６． その他（具体的に：           ） 

 

【問 15】評価をするために、どのような内容の情報を収集していますか。下記の該当する番号すべてに○をつ

けてください。 

１． 事業に投入した資源（人員、資金、物品） ２． 事業の回数・規模・内容・タイミング 

３． 事業の対象者の数 ４． 事業の対象者のニーズ 

５． 事業により対象者に生じた変化の程度 ６． 事業により対象者に生じた変化の内容 

７． 事業により対象者に生じた変化の期間 ８． その他（             ） 

 

  

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 評価についておたずねします 
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【問 13】貴団体は、事業活動の全部又は一部について、評価を実施したり、評価を受けたりしたことはありま
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【問 15】評価をするために、どのような内容の情報を収集していますか。下記の該当する番号すべてに○をつ

けてください。 

１． 事業に投入した資源（人員、資金、物品） ２． 事業の回数・規模・内容・タイミング 

３． 事業の対象者の数 ４． 事業の対象者のニーズ 

５． 事業により対象者に生じた変化の程度 ６． 事業により対象者に生じた変化の内容 

７． 事業により対象者に生じた変化の期間 ８． その他（             ） 

 

  

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 評価についておたずねします 

59



2015 年度文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業[明治大学] NPO・ソーシャルビジネスアンケート 
 

7 
 

【問 16】評価をどのような目的で実施していますか？ 最も重要な目的については、下記の該当する番号１つ

に○を、その他重要な目的については、該当する番号すべてに○をつけてください。 

評価を実施する目的 
最も重要な目的 

（○は１つ） 

その他重要な目的 

(○は複数可) 

1. 社会一般に事業活動の結果や効果を公表するため   

2. 委託先や外部資金提供先に事業活動の成果を説明するため   

3. 資金調達を容易にするため   

4. 事業関係者（連携先等）から広く参画・協力を得るため   

5. 事業活動で提供しているサービスを改善するため   

6. 事業活動の結果や効果を可視化するため   

7. 組織の経営方針や経営戦略を改善するため   

8. 職員のやる気を上げるため   

9. その他（                     ）   

 

 

【問 17】評価を実施したことで、どのような効果がありましたか。下記の該当する番号すべてに○をつけてく

ださい。 

１． 組織の知名度が向上した ２． 事業活動の結果や効果を可視化できた 

３． 委託先や資金提供先からの評価が向上した ４． 資金調達が容易になった 

５． サービスが改善できた ６． 組織の経営方針や経営戦略を改善できた 

７． 事業運営能力が向上した ８． 職員のやる気が上がった  

９． より成果志向になった 10． その他（具体的に：           ） 

 

【問 18】 評価をする上で、どのような課題がありますか。下記の該当する番号すべてに○をつけてください。 

１． 
どのように評価を実施するのか方法がわか

らない 
２ 評価に必要な専門知識を持つ役員・職員がいない

３． 
評価の実施を支援してくれる中間支援団体

がない 
４．

評価すべき成果を明確化することが難しい 

 

５． 評価すべき成果を測定することが難しい ６． 評価を実施するために必要な資金や時間がない 

７． 評価のためのデータ収集・蓄積が負担 ８． 評価の優先順位が低い 

９． 評価の結果が次の事業に生かされていない 10. 評価をしてもメリットがない 

11． 標準化された評価の方法がない 12.  その他（               ） 

 

 

60

2015 年度文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業[明治大学] NPO・ソーシャルビジネスアンケート 
 

7 
 

【問 16】評価をどのような目的で実施していますか？ 最も重要な目的については、下記の該当する番号１つ

に○を、その他重要な目的については、該当する番号すべてに○をつけてください。 

評価を実施する目的 
最も重要な目的 

（○は１つ） 

その他重要な目的 

(○は複数可) 

1. 社会一般に事業活動の結果や効果を公表するため   

2. 委託先や外部資金提供先に事業活動の成果を説明するため   

3. 資金調達を容易にするため   

4. 事業関係者（連携先等）から広く参画・協力を得るため   

5. 事業活動で提供しているサービスを改善するため   

6. 事業活動の結果や効果を可視化するため   

7. 組織の経営方針や経営戦略を改善するため   

8. 職員のやる気を上げるため   

9. その他（                     ）   
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５． 評価すべき成果を測定することが難しい ６． 評価を実施するために必要な資金や時間がない 
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60



2015 年度文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業[明治大学] NPO・ソーシャルビジネスアンケート 
 

8 
 

 

＊（１）ヒアリング調査へのご協力について 

いただいたアンケート回答結果をもとに、後日、より詳細に内容をお伺いするヒアリング調査をお願いする可

能性がございます。インタビュー調査にご協力いただける方につきましては、下記に○をつけ、ご連絡先をご記

入ください。なお、ご希望されない方は、ご連絡先をご記入いただく必要はございません。 

 

１．インタビュー調査に協力してもよい ⇒下記にご記入ください   ２．協力できない 

 

【ご連絡先】 

貴団体名  

ご回答者名  

ご住所 
 

お電話番号  

Email  

 

＊（２）調査レポートの希望について 

・本調査結果は調査レポートとして公表する予定です。調査レポートを希望される方は、下記にメールアドレス

又は郵送先をご記入ください。メールアドレスをお持ちの方には、E メールにて PDF 版でお送りします。 

 

１．希望する⇒下記にご記入ください   ２．希望しない 

 

ご回答者または 

団体名 

１．  

２． 上記１と同一 （番号に○） 

Email 
１．  

２． 上記（１）と同一（番号に○） 

郵送先住所 
１．  

２． 上記（１）と同一（番号に○） 

 

 

 

アンケートは以上です。お忙しい中、ご協力どうもありがとうございました。 
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アンケートは以上です。お忙しい中、ご協力どうもありがとうございました。 
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